（様式４）
企画提案書
令和　　年　　月　　日
宜野湾市長　殿
所在地
商号又は名称
代表者職氏名　      　　　　　　　　印

　宜野湾市障害者相談支援事業業務委託について、宜野湾市障害者相談支援事業業務委託に係るプロポーザル実施要領に基づき、企画提案書を提出します。
　

記

　業務名　　　　　　宜野湾市障害者相談支援事業業務委託
実施主体　　　　　　宜野湾市
　業務開始・終了日　　令和８年４月１日から令和10年３月３１日

【連絡先】
担当者所属・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＦＡＸ番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電子メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇会社概要
業務が複数ある場合は、すべて記載すること。（別紙でも可）
業務年数には、事業開始日を記載し、令和８年１月１日時点の年月（○年○ヵ月）を記載すること。
１　業務遂行能力・技術力
（１）経営規模、有資格者の数、専従の相談支援員の相談支援及び援助業務
の経験年数
２　実施体制
（１）基本方針
①　業務の実施にあたっての基本的な考え方
②　指揮命令、緊急時の対応、苦情等に対応できる責任体制
③　個人情報の管理体制、人材育成の考え方
④　従事者の資格及び経歴（特に、同種・類似業務に従事した時期と年数）
（２）管理体制
①　組織体制（指揮命令、緊急時対応、責任体制、苦情処理等）

②　管理方針（個人情報の管理、従事者の質の確保・向上の取組み等）

　
〇業務理解・企画提案
３　業務の実施方針
（１）業務理解
面談又は電話等により相談を希望する者に対する支援方法への提案・的確なインテーク及び課題整理等を行い、福祉サービスの利用援助や社会生活力を高める支援等を具体的に列挙すること。（過去の支援内容に基づいた例も可とする。）
（２）課題認識
障がい者等の支援者（関係機関）に対する支援方法への提案・電話等による連絡、調整及び報告を綿密に行うとともに、個別支援会議やモニタリング等に参加し、情報共有を行う手法について提案すること。
（３）実現性・独創性
地域で生活し見守り等が必要な者に対する支援方法への提案・本市を取り巻く状況から、その課題と可能性を列挙し、その他社会生活力を高める支援等を行うために有効な手法（ツール）を提案すること。　　　
〇予算
４　見積額
業務開始・終了日までの間の総額について、消費税相当額を含めた金額を見積もること。（積算の内訳が分かる内容とすること。）また、複数地区を希望する場合は1地区、複数地区それぞれの総額を見積もること。

【注意事項】
１　この様式を適宜調整して企画提案書を作成すること。提案内容を記載するうえで、行間を増やす、フォントを変える、文字の大きさを変える等の工夫は差し支えない。また、図表等を使用することも差し支えない。また、この様式によらず、任意の様式で上記の項目について企画提案書を作成することも差し支えないが、上記の項目を網羅する必要があること。
２　企画提案書は、様式に関わらずＡ４判を縦に使用し、２０ページ程度とすること（本注意事項を除く）。必要により、Ａ３判を使用するときは、折り込んで綴じることとし、２ページ分のカウントとすること。

３　提案の内容に法人の名称等は記述しないこと。
４　企画提案書は、左綴じ２穴ファイル綴とし、片面印刷と両面印刷の両方を可能とする。また、カラー印刷も可能とする。
５　企画提案書の作成にあたり、本注意事項は、提案内容から削除して印刷することができる。
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